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第 1 定額郵便貯金については、被告ゆうちよ銀行が当事者ではないこと

1 郵政民営化法 (平成 17年 10惰 21日 0法律第 97号 )第 6条 によれば、

下記のとおり、規定されている(乙El)。
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被告石川院一の妻石川孝子 (訴外石川絹枝の子の嫁)が 、運転免許証を提示
して自らの身分を明らかにした上で、訴外石川絹枝の使者として、通帳と届
出印を持参して払戻請求を行い、郵便局担当者は、訴外石川絹枝の死亡の事
実を知らず、訴外石川絹枝の使者である被告石川院一の妻石川孝子に49万

円の払戻を行ったものである(乙E2)。

3 次に、平成 22年 4月 16日 の 11万 円の払戻しは、黒磯郵便局において、
被告石川院下が、訴外石川絹枝の使者として、通帳と届出印を持参して払戻
請求を行い、郵便局担当者は、訴外石川絹枝の死亡の事実を知らず、訴外石
川絹枝の使者である被告石川院一に11万 円の払戻を行ったものである(乙

E3)。

4 次に、平成 22年 4月 26日 の236円 の払戻しは、黒磯郵便局において、
被告石川院一が、通帳と届出印を持参して、相続に関する戸籍謄本類及び自
らの運転免許証を提示の上、訴外石川絹枝代表相続人として、当該口座の解
約手続とともに払戻手続を行ったものである(乙E4の 1～ 4)。

この払戻しは、払戻金額が236円 と極めて少額であるため、被告石川院
一作成による貯金等相続手続請求書 (払戻請求書)に おいて、 「本件に関し
て後日どのような紛議が生じた場合においても、私が一切の責任を負い、ゅ
うちょ銀行又は郵便局に対しては一切迷惑 ・損害をおかけぃたしません。」
と明記されているとおり (乙E4の 3)、 被告石川院一が、払戻しに一切の

責任を持つといぅことで、払戻しに応じたものである。

5 平成 22年 4月 15日 の49万 円の払戻し及び平成 22年 4月 16日 の 1
1万 円の払戻しは、いずれも、貯金名義人の親族である払戻請求者が、通帳
と届出印を持参して払戻請求を行ぃ1郵 便局担当者は、払戻請求者が、貯金
名義人である訴外石川絹枝の使者であることを確認し、通帳と払戻請求書に

押印された印影が届出印であることを確認の上、払戻に応じたものである。

郵便局担当者は、郵便貯金等取扱手続に基づき、被告石川孝子及び被告石
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川院一が、訴外石川絹枝の使者として正当権利者であることを確認した上で、

払戻しに応じており、真正な通帳を持参して真正な届出印を捺印して行われ

た本件払戻しは、民法第478条 に定める債権の準占有者に対する弁済であ

つて、有効である。

6 また、郵便貯金が貯金契約である以上、本件のような場合に、契約内容と

してどのように定められているかに基づいて判断されなければならない。

被告ゆうちょ銀行における約款である通常貯金規定では、次の通り定めて

いる (乙E5).

「12 印鑑照合

払戻請求書、諸届その他の書類に使用された印影 (又は署名)を 通

帳の所定の欄の印鑑(又は署名鑑)と 相当の注意をもって照合し、相

違ないものと認めて取り扱いましたうえは、それらの書類につき偽造、中

変造その他の事故があってもそれにより生じた損害については、当行

等は責任を負いません。」

したがつて、本件各払戻においては、通帳と届出印の照合を行い、払戻し

されたのであるから、通常貯金規定により、本件貯金の払戻しは有効であり、

被告ゆうちょ銀行は、免責される。

以  上
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意

継押命令が発令されましたので,今 後の手続を円滑に進めていく

ため,次 のI事藝に注意してください。

申L幌地方戦判所 債権執行係

0取 立てにつぃて
(1).                    

盤

豊直童虫上豊塑轡盤塑ニユ主          (民 中嗽青法155彙I項本文).
(2)取立権がいつ発生したかは2『麟鶯lE如書Jに 出載の選違日で確認してくださ

し1.

(3):静押金額を超えて取り立てることはできません.

(4}他の憫相者牛との自岬えが戯合したとき。また,鮨 三債備者が供託したときも

豊押個構・を取り立でる■とはで書虫せん。

第二僣喘者の働離後は,配当等手続 (ただし,鴨 締尋帯が先行して書し押えてい

る場合は除く。)よLなりますので,配 当係からの連絡を持つてください。

(1)幣三償聯者は,備蟻帯の取立でに応じる裁雌がありますが,債権者方への押書

または銀行振込みなどの方法で支払う義構はありません。

したがって
・                      

込んだ場合の振

豊 ■塾性旦L笙 三備膀僣が負担ナ嘔

…

圭 りませんので,性 置をして くだ

さレ`自

0整

…

こついて
(li 僣権者は取立t.をする際にはF選違通知書Jを必ず持書してくださレ̀。ヽ「遺逮

燿共口書Jが正当に取立権を有する言であることの証明方法として扱われています

し,第=讐静者は儘権者に進付された 機燿諷輛書」によりJ債聯者|=選越され

たヨから1週間が経過したことを確認しますので,『卦違週知書Jを必ず示して

くださν。.

なお,差押命令が不通連の場合lま,電僣などで必ず選静をします。連絡を受け

た機はすみやかに再畿違の上申をしてください。

裏目に続 く中
民11

F・cJ 占llイ白ビ■ヽ FuH(中 T, ヨE:2T  TT-2T― TTご



●第二

―

熙朦腱繊嗜二つぃて
(ユ}債 権者に 『遭き違d知 書Jを 選付する前に提出された 「陣述書』については,そ
の写しを 「選塾尋封書J:二岡封しで送付します。

'

したがって,選連鋼細前の陣述書提出の有無などの照會には応じかねますの‐
lr了承ください。

12)なお,選島通蜘後に提出されたものについては,当係思日において写しを渡L
ます。また,返借常の封簡 (切手80円を賄付したもの)を 同封のうえで送付依頼
があれば,写 しを送fTlします。

●取立届1:こついて
(1)取 立てをしたときは,そ のつど。すみやかに取立届 (選違週翔書に同封の書式

のもの)を 必ず提出してください (民事執行法155彙3項 ).

{2)な お。第二償喘中の数が多い場合などは,猜 三僚精者ごとに取立額を整理した

一覧表を作成するなど工夫して届けをするようにしてください。

幅)_

場榊 取立楓は11

1阻L

O取 下げについて
(1)差押憤棒の金編を取り立でる前l二″当事轡間で墨押えを取りやめるなどの合意

をした場合には,す みやかに取T書 を提`出してください。

なお・価構書C●遺職など何らかの事情で執府が不能となった場合も同様です.

(2)他 の強制執行などで一部弁済があり,控 岬金額を減額ザる場合には,「一部取
~l=書

」と義題を付け・取下げをする金額を明、示してすみやかに提出してください。

(3)取 下書 (一部取下書も會む
`)|ま

。債務中と第二仲酢者の数に1を加えた置拉

を提出し,同 時に80円切手を債精者と♯三榊 者の数だけ納めてください。

(4)取 下書に押す印饉は,菫 押えの申立書と同じものを使用してください。また′

代表者やが変Eと なつているときは,'養椿鯛明書 (1月以内のもの)を 派付して

ください。

O伯 糖白繊仲贈亜 について

(1)一 部駆立アをした後に豊押えを手り下げ,債 務名義の返置申請をする場會|ま,

ユ          岬 さい。

(.2)債聯暑義の出織を即選で希望すろ場合 は,簡 易書響料金分の郵便切手 を必ず添

付 して ください・
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